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補綴治療の
トップランナーによる
待望の第2弾！！
“機能”“Force Management”にフォーカスを
当て，さまざまな骨格，顎運動，歯列を有する患
者の診査・診断・治療計画の立案，咬合・補綴治療
の実際について解説．

  推薦いたします

山﨑長郎
原宿デンタルオフィス院長　日本臨床歯科医学会理事長　東京SJCD最高顧問

審美と機能は両輪である．本著『包括的治療戦略 Vol.2』，
そして前著『包括的治療戦略』を併せて読むことで，複雑
な症例に対する審美と機能を両立させ，さらにそれを長期
的に維持するための診断力，技術力がつくものと確信して
いる．（「発刊に寄せて」より一部抜粋）

  前著とあわせてお読みいただくことをおすすめします

包括的治療戦略 
修復治療成功のために

土屋賢司　著

治療の成否を握る診査・
診断の真髄が
いま明らかに！
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Opening Graph
時間軸から学ぶ長期維持治療戦略の重要性

Chapter 1　Functional Cephalometric
Analysis
　Section1　補綴医のためのセファロ分析
　Section2　Occlusal height，plane，curve
　Section3　セファロ分析の臨床的活用法

Chapter 2  Fundamental Concepts
for Occlusal clinical-path
　Section1　前方決定要素，後方決定要素の診査・診断
　Section2　咬合に問題のある患者に対する治療の流れ
　Section3　天然歯とインプラントの咬合の変化

Chapter 3　Weak link Theory (Force Management)
　Section1　顎口腔系に生じたメカニカルストレスの影響を
  受ける組織 

　Section2　顎関節，咀嚼筋に影響が出る患者
　Section3　力の影響を歯周組織で受ける患者
　Section4　力の影響を歯で受ける患者
　Section5　wearパターンによる診断
　Section6　トライアルセラピー

Chapter 4　Solution for Malocclusion
　Section1　Open biteの分類とその影響に対する解決法
　Section2　Deep biteの分類とその審美的，および機能的
  解決法
　Section3　Dual biteの分類とその臨床的解決法

Chapter 5　Case Gallery
　Case1　Planning for Parallel Implant Prosthesis
　Case2　Planning for Gingival Zenith of Implant 
 Prosthesis
　Case3　Planning for Time Dimensional Implant 
 Prosthesis

付録　Esthetic site,Functional site
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1本のクラウンから学ぶ包括的治療戦略の重要性
　
Chapter1　包括的治療戦略（CTS）の必要性
　Section1. なぜ，包括的治療戦略が必要なのか
　Section2. 包括的治療戦略（CTS）は補綴処置を単純化させる

Chapter2　包括的治療戦略（CTS）のための
診査・診断，治療計画の立案
　Section1. 診査・診断のポイント
　Section2. 中切歯のインサイザルエッジポジションがすべての
 基準である
　Section3. 包括的治療計画の立案とその実際

Chapter3　包括的治療戦略（CTS）の方向性
　Section1. 審美修復治療における治療戦略
　Section2. インプラント治療における治療戦略
　Section3. 複雑な治療における包括的治療戦略（インター
　ディシプリナリーアプローチ）

Chapter4　Case Gallery
　Case 1　ラミネートベニアの応用
　Case 2　MTMの応用
　Case 3　歯間乳頭のマネジメント
　Case 4　インターディシプリナリーアプローチ
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1958 年　神奈川県に生まれる．1984年　日本大学歯学部卒業．
1989年　東京都千代田区にて土屋歯科クリニック開業．
2003年　同区内にて土屋歯科クリニック & works移転・開設，
2018年　日本大学歯学部臨床教授．現在に至る．

●審美修復治療に限らず，インターディシプリーアプローチなど，
総合的に質の高い歯科医療を追求し続けている．学会での演者，

土屋賢司　Tsuchiya Kenji　
セミナー講師など多数務め，後進の育成にも積極的に取り組む．
論文執筆も精力的に手がけている．

●所属団体・学会：日本顎咬合学会（指導医），日本インプラント
学会，日本歯科審美学会，日本補綴歯科学会，日本歯周病学会

●OJ 常務理事，東京 SJCD 顧問，SJCD インターナショナル
常務理事
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